
【
資
料
紹
介
】

手
錢
美
術
館
蔵
『
愛
屋
免
日
記
』
繙
読
（
上
）

―
小
豆
沢
常
悦
の
杵
築
歌
壇
指
導
（
一
）

―

 

久
保
田　

啓　

一

 

（
広
島
大
学
名
誉
教
授
）

摘
　
　
要

手
錢
美
術
館
に
は
、
近
世
中
期
以
降
の
文
芸
関
係
資
料
が
数
多
く
蔵
さ
れ
、
手
錢
家
歴
代
が
杵
築
の
地
で
展
開
し
た
文
芸
活
動
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
本
稿
で
は
、
三
代
手
錢
白
三
郎
季
硯
が
属
し
た
杵
築
歌
壇
の
実
態
を
如
実
に
知
り
得
る
資
料
と
し
て
、
季
硯
自
筆
の
『
愛
屋
免
日
記
』
の
本
文
を
校

訂
し
て
掲
げ
、
そ
の
記
述
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
歌
壇
史
的
観
点
か
ら
読
み
解
く
。
そ
の
際
、
本
書
に
貼
り
込
ん
で
あ
る
、
季
硯
達
を
指
導
し
た
松
江
の
小

豆
沢
常
悦
筆
か
と
推
測
さ
れ
る
文
書
の
断
片
は
、
指
導
す
る
常
悦
の
問
題
意
識
を
明
確
に
伝
え
る
点
で
価
値
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
止
め
る
季
硯
側
の
反
応

に
も
留
意
し
な
が
ら
、
季
硯
に
よ
る
記
述
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

本
文
を
二
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
し
た
後
、
記
述
の
順
に
沿
っ
て
詳
細
な
繙
読
を
試
み
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
手
錢
美
術
館
、
手
錢
季
硯
、
小
豆
沢
常
悦
、
愛
屋
免
日
記
、
杵
築
歌
壇

は
じ
め
に

　

二
〇
一
三
年
か
ら
一
九
年
に
か
け
て
、
手
錢
美
術
館
（
旧　

手
錢
記
念
館
）
所

蔵
の
近
世
和
歌
関
連
資
料
の
調
査
を
許
さ
れ
、
自
ら
の
関
心
の
所
在
に
基
づ
い
て

検
討
を
進
め
た
結
果
、
個
別
の
資
料
の
持
つ
意
味
の
重
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

手
錢
家
和
歌
資
料
が
示
す
歌
壇
史
的
な
価
値
に
気
付
か
さ
れ
た
筆
者
は
、
調
査
結

果
を
踏
ま
え
た
い
く
つ
か
の
見
通
し
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
1
）。
本
稿
の

出
発
点
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
、
そ
の
骨
子
を
以
下
に
掲
げ
る
。

　

① 　

手
錢
家
歴
代
の
う
ち
、
和
歌
の
愛
好
ぶ
り
が
資
料
で
裏
付
け
ら
れ
る
の

は
、
三
代
季
硯
、
四
代
敬
慶
、
七
代
有
鞆
と
そ
の
妻
さ
の
子
の
時
代
で
あ
る
。

即
ち
、
手
錢
家
の
和
歌
活
動
に
は
、
一
八
世
紀
後
半
と
幕
末
の
二
つ
の
盛
期

二
五

山
陰
研
究
（
第
十
八
号
）
二
〇
二
六
年
三
月
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が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

② 　

季
硯
に
は
和
歌
・
俳
諧
・
漢
詩
の
書
留
が
多
数
残
さ
れ
る
が
、
漢
詩
と
俳

諧
が
主
で
、
和
歌
活
動
は
明
和
九
年
頃
か
ら
本
格
化
し
た
。
和
歌
の
師
は
小

豆
沢
常
悦
。
季
硯
の
弟
長
康
（
俳
号
冠
李
）
や
四
代
敬
慶
、
俳
諧
の
指
導
者

広
瀬
百
羅
ら
も
指
導
を
受
け
て
い
る
。
彼
ら
に
は
漢
詩
・
和
歌
・
俳
諧
を
区

別
す
る
意
識
が
乏
し
く
、
常
悦
の
没
後
は
百
羅
が
和
歌
の
指
導
に
も
当
っ

た
。
特
に
、
釣
月
か
ら
指
導
を
受
け
、
二
条
派
堂
上
歌
学
を
出
雲
に
伝
え
た

小
豆
沢
常
悦
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
。

　

③ 　

七
代
有
鞆
と
そ
の
妻
さ
の
子
の
和
歌
の
師
は
中
臣
典
膳
で
あ
る
が
、
典
膳

は
俳
諧
・
狂
歌
に
も
指
導
力
を
発
揮
し
た
。
特
に
、
和
歌
詠
草
に
施
す
「
面

白
候
」
な
ど
の
褒
詞
を
、
点
取
俳
諧
で
用
い
ら
れ
る
点
印
そ
っ
く
り
の
印
鑑

に
仕
立
て
て
捺
す
な
ど
、
和
歌
と
俳
諧
の
位
置
を
完
全
に
一
体
化
さ
せ
る
意

識
で
臨
ん
で
い
る
。
幕
末
に
は
、
和
歌
・
俳
諧
・
漢
詩
に
狂
歌
が
加
わ
り
、

ま
さ
に
韻
文
の
各
領
域
を
横
断
す
る
よ
う
な
形
で
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

特
筆
さ
れ
る
（
2
）。

　

本
稿
で
は
、
以
上
の
総
括
を
細
部
に
わ
た
っ
て
支
え
る
個
別
の
資
料
の
詳
細
な

検
討
に
踏
み
込
み
た
く
思
う
が
、
特
に
、
手
錢
家
の
文
芸
活
動
が
本
格
化
し
た
三

代
白
三
郎
季
硯
（
正
徳
二
年
〈
一
七
一
二
〉
生
、
寛
政
三
年
〈
一
七
九
一
〉
五
月

二
日
没
、
八
〇
歳
。）
の
活
動
に
焦
点
を
当
て
、
季
硯
が
属
し
た
杵
築
歌
壇
の
内

実
を
窺
う
に
適
し
た
資
料
を
順
次
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
季
硯
達
の
活
動
に

指
導
者
と
し
て
深
く
関
与
し
た
の
が
松
江
在
住
の
小
豆
沢
常
悦
で
あ
り
、
手
錢
美

術
館
に
は
常
悦
の
積
極
的
な
指
導
の
跡
を
精
密
に
留
め
る
資
料
が
い
く
つ
か
伝
存

す
る
た
め
、
常
悦
と
の
関
わ
り
で
杵
築
歌
壇
の
実
態
を
探
る
こ
と
が
有
効
な
方
法

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
稿
を
始
め
と
す
る
一
連
の
論
述
に
「
小
豆
沢

常
悦
の
杵
築
歌
壇
指
導
」
と
の
副
題
を
加
え
る
の
も
、
常
悦
を
通
し
て
季
硯
達
を

眺
め
る
視
点
を
一
貫
さ
せ
た
い
と
の
思
い
に
拠
る
。

　

最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
季
硯
自
筆
の
歌
学
ノ
ー
ト
と
い
う
べ
き
『
愛
屋
免

日
記
』
で
あ
る
。
書
誌
の
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
本
書
の
特
徴
は
、
常
悦
筆
か
と

推
測
さ
れ
る
文
書
の
断
片
が
豊
富
に
貼
り
込
ん
で
あ
り
、
季
硯
の
受
け
た
指
導
の

跡
が
生
々
し
く
蘇
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
貼
紙
や
季
硯
自
身
に
よ
る
書
き
入
れ

を
精
密
に
読
み
込
ん
で
行
け
ば
、
季
硯
の
問
題
意
識
の
深
化
や
拡
が
り
を
体
得
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
標
題
の
末
尾
を
「
翻
刻
と
解
題
」
と
は
せ
ず
「
繙
読
」

と
し
た
の
も
、
可
能
な
限
り
季
硯
と
常
悦
の
意
識
に
肉
薄
す
る
よ
う
に
精
読
し
た

い
と
い
う
筆
者
の
願
い
を
託
し
た
故
で
あ
る
。

小
豆
沢
常
悦
に
つ
い
て

　

小
豆
沢
常
悦
の
事
績
を
網
羅
す
る
よ
う
な
研
究
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
伝

記
研
究
の
基
本
資
料
と
し
て
は
、
森
繁
夫
氏
編
・
中
野
荘
次
氏
補
訂
『
名
家
伝
記

資
料
集
成
』
第
一
巻
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
二
月
一
日
発
行
、
一
九
九
一

年
一
二
月
一
日
再
版
）
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　
　

七
九
一　

 

小ア
ヅ
キ豆
沢ザ
ハ

勝カ
ツ
オ
キ興　

出
雲
松
江
の
人　

宝
永
三
丙
戌
年
（
二
三
六
六
）

生
、
安
永
五
丙
申
年
（
二
四
三
六
）
六
月
二
八
日
歿　

七
一
歳　

称
浅
右
衛
門　

号
常
悦
、
百
忍
庵
、
転
幽
斎　

法
名　

百
忍
庵
禅

翁
常
悦
上
座

　
　
　
　
　
　

 

水
災
飢
饉
の
際
私
財
を
献
ず
、
初
明
珠
庵
釣
月
門
、
澄
月
門
後
、

老
後
京
師
に
遊
寓
し
武
者
小
路
実
岳
に
師
事
す
、　

　
　
　
　
　
　

・
島
根
評
論
四
三
号
四
一　

・
出
雲
国
名
所
歌
集
初
編
二
一　

　
　
　
　
　
　

・ 

出
雲
私
史
巻
之
十
二　

・
島
根
教
育　

郷
土
展
覧
会　

出
品
物

解
説
二
六
（
3
）

二
六

手
錢
美
術
館
蔵
『
愛
屋
免
日
記
』
繙
読
（
上
）
―
小
豆
沢
常
悦
の
杵
築
歌
壇
指
導
（
一
）
―
（
久
保
田
啓
一
）
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没
年
月
日
と
法
名
が
明
記
さ
れ
る
の
で
、
森
氏
が
常
悦
の
菩
提
寺
に
関
す
る
情

報
を
入
手
し
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編
『
和

学
者
総
覧
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
〇
年
三
月
二
〇
日
）
も
全
面
的
に
依
拠
す
る
。

　

ち
な
み
に
、
松
江
市
史
編
集
委
員
会
編
『
松
江
市
史　

史
料
編
8　

近
世
Ⅳ
』

（
松
江
市
、
二
〇
一
六
年
三
月
三
〇
日
）
の
第
八
章
「
学
び
と
教
育
・
文
化
の
展

開
」
第
四
節
「
文
芸
・
遊
芸
の
世
界
」
に
、
明
治
大
学
博
物
館
蔵
小
豆
沢
家
文
書

の
史
料
が
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
「
天
明
二
年
五
月　

小
豆
沢
常
悦
追
善

詠
歌
」
と
し
て
、
観
時
庵
恭
珍
が
常
悦
の
七
回
忌
を
前
に
詠
じ
た
和
歌
が
収
め
ら

れ
る
。
そ
の
詞
書
の
冒
頭
に
、

　
　

 

惟
時
天
明
二
水
無
月
末
の
八
日
は
高
師
常
悦
禅
師
、
世
を
は
や
う
く
（
マ
マ
）給
て

よ
り
月
日
は
ほ
と
も
な
ゝ
と
せ
に
め
く
る
車
の
わ
か
れ
を
（
以
下
略
）（

4
）

と
あ
る
。「
世
を
は
や
う
く
給
て
」
は
「
世
を
は
や
う
し
給
て
」
が
正
し
い
と
推

測
さ
れ
る
が
、
こ
の
記
述
に
よ
り
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
か
ら
遡
る
こ
と
七

年
の
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
六
月
二
八
日
に
常
悦
が
没
し
た
こ
と
が
同
時
代
の

資
料
で
確
認
さ
れ
る
の
は
有
り
難
く
、
森
氏
の
記
述
の
信
憑
性
は
高
い
。

　

な
お
、
松
江
市
史
編
集
委
員
会
編
『
松
江
市
史　

通
史
編
3　

近
世
Ⅰ
』（
松

江
市
、
二
〇
一
九
年
三
月
二
五
日
）
の
第
三
章
「
城
下
町
松
江
と
在
方
町
」
第
二

節
「
都
市
住
民
の
な
り
わ
い
」
三
「
御
用
商
人
―
小
豆
沢
家
」
に
は
、
松
江
で
財

を
成
し
た
小
豆
沢
浅
右
衛
門
家
の
活
動
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
常
悦
の
文
学
活
動

を
正
し
く
受
け
止
め
る
に
は
、
小
豆
沢
家
が
松
江
の
地
で
如
何
な
る
立
場
を
確
立

し
た
か
が
前
提
と
し
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
基
盤
が
得
ら
れ
た

意
義
は
大
き
い
。

　

続
い
て
常
悦
に
関
す
る
近
年
の
研
究
を
一
覧
し
て
お
く
。

　

蒲
生
倫
子
氏
「
江
戸
時
代
の
松
江
藩
に
お
け
る
「
歌
道
伝
授
」
の
研
究
」（『
島

大
国
文
』
二
五
号
、
一
九
九
七
年
二
月
二
八
日
）
は
、
常
悦
が
師
釣
月
か
ら
伝
授

を
受
け
た
状
況
を
明
記
す
る
『
伊
勢
物
語
口
決
』
と
『
源
氏
物
語
三
箇
之
大
事
』

の
奥
書
を
日
御
碕
神
社
小
野
検
校
家
文
書
の
中
か
ら
見
出
し
て
紹
介
す
る
。
常
悦

の
歌
学
の
内
実
を
探
る
点
で
重
要
な
業
績
と
な
っ
て
い
る
。

　

芦
田
耕
一
氏
『
江
戸
時
代
の
出
雲
歌
壇
』（
今
井
出
版
、
二
〇
一
二
年
三
月

三
一
日
）
第
二
章
「
江
戸
時
代
前
、
中
期
の
出
雲
歌
壇
」
二
「
明
珠
庵
釣
月
」
項

は
、
釣
月
の
活
動
を
概
観
す
る
と
と
も
に
常
悦
に
も
言
及
す
る
。

　

田
中
則
雄
氏
「
手
錢
家
蔵
書
と
出
雲
の
文
芸
活
動
」
は
、〈
拙
稿
①
〉〈
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
①
〉
を
収
め
る
報
告
書
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
、
手
錢
家
歴
代
の
活
動
を

蔵
書
形
成
の
観
点
か
ら
総
括
す
る
。
三
代
季
硯
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
常
悦
に
も

触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
〈
拙
稿
①
〉
で
は
、『
愛
屋
免
日
記
』
の
他
、『
安
永
二
卯
月
三
日
開
講　

百
人

一
首
聞
書　

季
硯
』（
資
料
番
号　

四
九
四
）、『
高
角
社
奉
納
百
首
和
歌
』（
資
料

番
号　

四
八
五
）
な
ど
の
内
容
を
検
討
し
て
、
杵
築
歌
壇
に
お
け
る
常
悦
の
指
導

ぶ
り
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①
〉
で
は
、
前
述
の

資
料
に
加
え
て
点
取
和
歌
の
原
詠
草
に
も
言
及
し
、
歌
壇
活
動
の
内
実
に
踏
み
込

む
よ
う
努
め
た
。
本
稿
で
は
、
以
上
二
編
の
記
述
を
前
提
と
し
て
、『
愛
屋
免
日

記
』
以
下
の
資
料
の
全
貌
を
示
し
つ
つ
、
さ
ら
に
詳
細
な
解
読
を
試
み
る
。
二
編

の
ご
参
照
を
お
願
い
し
た
い
。

注1 　

久
保
田
啓
一
「
手
錢
家
歴
代
の
和
歌
活
動
―
歌
壇
史
上
の
意
義
を
中
心
に
―
」（
出
雲

文
化
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
『
手
錢
家
資
料
を
活
用
し
た
江
戸
時
代
の
出
雲
文
化
の
発

掘
と
再
生
事
業　

平
成
二
六
年
度
出
雲
文
化
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
報
告
書
』、
公
益

財
団
法
人
手
錢
記
念
館
、
二
〇
一
五
年
三
月
三
一
日
）〈
拙
稿
①
〉、
田
中
則
雄
・
芦
田

耕
一
・
久
保
田
啓
一
・
伊
藤
善
隆
・
佐
々
木
杏
里
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

江
戸
力
〜
手
錢

二
七

手
錢
美
術
館
蔵
『
愛
屋
免
日
記
』
繙
読
（
上
）
―
小
豆
沢
常
悦
の
杵
築
歌
壇
指
導
（
一
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―
（
久
保
田
啓
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家
蔵
書
か
ら
見
る
出
雲
の
文
芸
〜
」（
同
右
）〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①
〉、
久
保
田
啓
一
「
杵

築
歌
壇
資
料
が
語
る
も
の
―
和
歌
史
の
見
直
し
の
き
っ
か
け
と
し
て
―
」（
出
雲
文
化
活

用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
『
手
錢
家
資
料
を
活
用
し
た
江
戸
時
代
の
出
雲
文
化
の
発
掘
と
再

生
事
業　

平
成
三
十
一
年
度
出
雲
文
化
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
報
告
書
』、
公
益
財
団

法
人
手
錢
記
念
館
、
二
〇
二
〇
年
三
月
三
一
日
）〈
拙
稿
②
〉、
野
本
瑠
美
・
佐
々
木
杏

里
・
田
中
則
雄
・
昌
子
喜
信
・
久
保
田
啓
一
・
伊
藤
善
隆
・
小
林
准
士
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム　

資
料
か
ら
再
発
見
す
る
江
戸
時
代
の
底
力
―
手
錢
家
資
料
（
文
書
・
古
典
籍
・
美

術
）
を
繋
ぎ
活
か
す
取
り
組
み
―
」（
同
右
）〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②
〉。
以
下
、
こ
れ
ら
に

言
及
す
る
に
当
た
っ
て
は
、〈
拙
稿
①
〉
等
の
略
称
を
使
用
す
る
。

2　
〈
拙
稿
②
〉
一
四
頁
。

3　

同
書
八
〇
〜
八
一
頁
。　

4　

同
書
八
〇
一
〜
八
〇
二
頁
。

『
愛
屋
免
日
記
』
書
誌

　

本
稿
で
扱
う
『
愛
屋
免
日
記
』
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

手
錢
美
術
館
所
蔵
。
資
料
番
号
五
二
五
。
半
紙
本
一
冊
。
写
本
。
袋
綴
じ
。
料

紙
、
楮
紙
。
表
紙
、
紺
色
地
に
横
刷
毛
目
模
様
。
縦
二
二
・
七
糎
、
横
一
五
・
九
糎
。

外
題
、
表
紙
左
肩
に
題
簽
「
愛
屋
免
日
記
」。
内
題
、
な
し
。
表
見
返
し
に
貼
紙
。

本
文
、
五
七
丁
。
う
ち
墨
付
五
六
丁
、
白
紙
一
丁
（
第
三
丁
）。
後
表
紙
か
ら
剝

が
れ
た
裏
見
返
し
表
裏
に
も
記
載
あ
り
。
一
面
行
数
、
概
ね
六
〜
九
行
で
不
定
。

和
歌
、
二
行
書
き
。
本
文
は
季
硯
自
筆
。
季
硯
筆
・
他
筆
の
貼
紙
多
数
あ
り
。

凡
例

一
、
漢
字
は
、
常
用
漢
字
・
人
名
用
漢
字
に
含
ま
れ
る
も
の
は
そ
れ
を
用
い
、
他

は
正
字
体
と
し
た
。
た
だ
し
、「
伊
呂
波
寄
」（
9
オ
〜
11
オ
）
に
限
り
、
字
母

の
各
字
体
を
示
す
必
要
が
あ
り
、
異
体
字
・
旧
字
体
・
俗
字
を
も
使
用
し
た
。

一
、
平
仮
名
は
現
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。
片
仮
名
は
、
漢
字
・
平
仮
名
に
よ
る

記
載
の
中
に
表
わ
れ
る
「
ニ
」「
ハ
」「
ミ
」
を
「
に
」「
は
」「
み
」
に
直
し
た

以
外
、
底
本
通
り
に
生
か
し
た
。

一
、
適
宜
句
読
点
・
濁
点
な
ど
を
補
っ
た
。

一
、
踊
り
字
は
、
底
本
通
り
と
し
た
。

一
、「
ゟ
」
な
ど
の
合
字
は
、「
よ
り
」
の
よ
う
に
開
い
た
。

一
、
明
ら
か
な
誤
字
に
は
、
そ
の
右
に
正
し
い
と
思
わ
れ
る
文
字
を
（　
　

）
に

入
れ
て
補
っ
た
。

一
、
底
本
の
本
文
に
疑
問
の
あ
る
箇
所
に
は
、
そ
の
右
に
（
マ
マ
）
を
付
し
た
。

一
、
底
本
の
本
文
に
施
さ
れ
た
修
正
前
後
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
和
歌
表
現
に
関

わ
る
も
の
を
除
き
、
修
正
後
の
形
を
示
す
の
み
と
し
た
。

一
、
和
歌
に
添
削
に
よ
る
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
修
正
前
の
形
を
ま
ず

示
し
、
次
に
修
正
後
の
形
を
（　
　

）
に
入
れ
て
示
し
た
。
修
正
が
二
度
以
上

に
及
ぶ
場
合
は
、
修
正
の
順
に
従
っ
て
配
置
し
、
一
番
左
の
和
歌
を
も
っ
て
最

終
形
と
し
た
。

一
、
底
本
の
行
移
り
に
は
従
わ
な
か
っ
た
。

一
、
底
本
の
丁
移
り
は
、」（
1
オ
）
の
よ
う
に
示
し
た
。

一
、
底
本
に
多
数
見
ら
れ
る
貼
紙
に
よ
る
修
正
・
補
記
に
つ
い
て
は
、
貼
紙
の
下

の
本
文
を
ま
ず
掲
げ
、
そ
の
後
に
、（
貼
紙
）
と
し
た
上
で
そ
の
記
載
内
容
を

二
八

手
錢
美
術
館
蔵
『
愛
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免
日
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』
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読
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杵
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枠
内
に
入
れ
て
示
し
た
。
半
丁
ご
と
に
貼
紙
の
内
容
を
示
す
が
、
半
丁
内
に
複

数
の
貼
紙
が
あ
る
場
合
は
、
下
か
ら
上
、
右
か
ら
左
の
順
に
（
貼
紙
①
）（
貼

紙
②
）
と
番
号
を
付
し
て
区
別
し
た
。
な
お
、
見
開
き
一
丁
に
貼
紙
が
あ
る
場

合
も
同
様
の
処
理
を
行
い
、
丁
移
り
の
表
示
に
よ
っ
て
見
開
き
一
丁
と
分
か
る

よ
う
に
し
た
。

一
、
本
文
校
訂
に
関
す
る
説
明
な
ど
、
筆
者
が
便
宜
上
加
え
た
記
述
は
、（　
　

）

に
入
れ
て
示
し
た
。

一
、
本
文
掲
載
の
後
、
内
容
に
関
す
る
筆
者
の
見
解
を
「
繙
読
」
と
し
て
加
え
る

予
定
で
あ
る
。

（
表
紙
）

愛
屋
免
日
記

（
表
見
返
し
）（
貼
紙
）

（
本
文
）

　
　

明
和
九
卯
月
三
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

於
茂
竹
庵
会
合

　
　

松
方
会
制
度

一
毎
月
会
日
、
八
日
、
十
八
日
、
廿
四
日
に
議
定
之
事
。

　
　
　

但
、
十
八
日
は
本
式
、
廿
四
日
内
会
也
。

一
会
日
、
巳
刻
よ
り
、
無
遅
之
参
集
之
事
。

　
　
　

 

但
、
弁
当
可
致
持
参
候
。
近
隣
之
会
頭
た
り
と
も
、
食
事
に
帰
宅
可
為
無

用
事
。」（
1
オ
）

一
会
頭
心
遣
無
用
に
候
。
茶
計
差
出
可
申
事
。

一
当
座
之
詠
草
紙
中
折
二
帖
、
会
頭
よ
り
差
出
可
申
事
。

　
　
　

但
、
本
詠
草
箱
折
は
可
致
持
参
事
。

一
会
日
故
障
之
人
は
、
前
日
又
は
会
日
朝
迄
に
会
頭
へ
断
可
有
之
事
。

一
会
頭
順
番
に
相
勤
可
申
候
。
若
当
番
無
拠
差
合
之
節
は
、
次
へ
相
頼
、
振
替

　

」（
1
ウ
）
可
申
事
。

一
会
合
之
翌
日
、
会
帳
無
遅
滞
次
之
番
手
へ
相
送
可
申
事
。

一 

指
合
に
而
出
席
無
之
面
々
は
、
当
座
之
題
ヲ
申
請
、
宿
に
而
出
詠
仕
候
儀
、
可

為
無
用
事
。

一 

会
日
、
俄
に
会
頭
差
合
之
儀
有
之
、
会
日
ヲ
余
日
に
振
替
候
儀
、
是
迄
度
々
有

之
候
。
制
法
乱
之
儀
故
、
此
後
決
而
不
相
成
事
。

一
懐
紙
、
小
鷹
之
外
不
相
成
事
。」（
2
オ
）

一 

老
師
へ
音
物
等
之
儀
、
年
行
事
よ
り
諸
事
相
調
可
申
候
。
当
年
之
行
事
は
正
至

相
勤
之
事
。

　
　

町
連
中
実
名

藤
間
九
左
衛
門
藤
安　

藤
喜
政
懿ヨ
シ　

石
玉
政
虎　

山
根
氏
周
迪　

西
神
政
常　

長
美
朝ト
モ
ザ
ネ真　

白
兵
長
康　

岡
六
正
至ユ
キ　

藤
儀
藤
匡マ
サ　

岡
彦
正
辰ト
キ　

藤
大
義
彦　

栄
道
松
林
寺　

八
月
三
日
迄
に

　

晴
夜
月

八
月
八
日
迄
に

　

蔦
紅
葉

八
月
廿
四
日
迄
に

　

山
秋
夕

二
九
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包
信
山
根
右
膳
」（
2
ウ
）

（
白
紙
）」（
3
オ
）（
3
ウ
）

武
者
小
路
三
位
実
岳
卿　

十
三
回
忌　

兼
題　

秋
懐
旧　

七
月

一
芝
山
故
中
納
言
重
豊
卿　

七
回
忌　

秋
月　

秋
夢　

兼
題　

八
月

一
初
学
和
歌
式　

和
歌
庭
訓
抄　

耳
底
記
」（
4
オ
）

　
　

会
合
案
内
状

明
何
日
、
月
次
之
和
歌
、
於
私
宅
会
頭
相
勤
候
間
、
巳
刻
よ
り
御
参
集
可
被
成
候

也
。

　
　

月
日　
　
　
　
　
　
　
　

某

　
　
　

帳
順
次
第
不
同
御
免
」（
4
ウ
）

五
月
廿
四
日　
　
　

六
月
十
八
日　
　

六
月
廿
四
日

　

杜
夏
草　
　
　
　
　

山
裏
蟬
声　
　
　

夏
船

七
月
十
八
日　
　
　

七
月
廿
四
日　
　

八
月
十
八
日　
　

　

径
女
郎
花　
　
　
　

名
所
萩　
　
　
　

外
山
月　

二
首

八
月
十
八
日　
　
　

八
月
廿
四
日　
　

九
月
十
八
日

　

秋
別
恋　

二
首　
　

山
秋
夕　
　
　
　

蔦
紅
葉

十
月
十
八
日　
　
　

十
一
月
十
八
日　

十
二
月
十
八
日　
　

　

林
葉
不
残　
　
　
　

羇
中
霜　
　
　
　

歳
暮
梅

九
月
廿
四
日　

河
辺
霧

十
月
廿
四
日　

谷
残
菊　

橋
行
客

赤
人
法
楽
月
次　

兼
題

　
　
　
　
　
　
　
　

七　
　

社
頭
早
秋　
　
　

八　
　

鹿
声
遠

　
　
　
　
　
　
　
　

九　
　

晴
夜
月　
　
　
　

十　
　

河
上
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　

十
一　

雪
中
客
来　
　
　

十
二　

春
漸
近

十
一
月
廿
四
日　

山
家
冬
月　

十
二
月
廿
四
日　

水
江
雪
」（
5
オ
）　

（
貼
紙
）

 

」（
4
ウ
）（
5
オ
）

　
　

毎
月
三
日　

赤
人
社
法
楽
兼
題

七
月
三
日　
　

社
頭
早
秋　
　

八
月
三
日　
　

鹿
声
遠

九
月
三
日　
　

晴
夜
月　
　
　

十
月
三
日　
　

河
上
時
雨

十
一
月
三
日　

雪
中
客
来　
　

十
二
月
三
日　

春
漸
近

　
　
　

此
分
、
前
月
三
日
に
詠
艸
差
出
し
可
申
事
。

　
　

毎
月
十
八
日　

六
月　
　

山
裏
蟬
声　
　
　
　
　

七
月　
　

径
女
郎
花

八
月　
　

二
首
兼
題　

外
山
月　

秋
別
恋

九
月　
　

蔦
紅
葉　
　
　
　
　
　

十
月　
　

林
葉
不
残

十
一
月　

羇
中
霜　
　
　
　
　
　

十
二
月　

歳
暮
梅

　
　
　

此
分
、
前
月
八
日
に
詠
草
差
出
し
可
申
候
。

　
　

毎
月
廿
四
日

五
月　
　

杜
夏
草　
　
　
　
　
　

六
月　
　

夏
舟

七
月　
　

名
所
萩　
　
　
　
　
　

八
月　
　

山
秋
夕

九
月　
　

河
辺
霧　
　
　
　
　
　

十
月　
　

谷
残
菊　

橋
行
客　

二
首
兼
題

十
一
月　

山
家
冬
月　
　
　
　
　

十
二
月　

水
江
雪

　
　
　

此
分
巻
、
其
当
日
迄
ニ
差
出
ス
。

三
〇
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蔵
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築
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淋
し
さ
は
秋
に
あ
ら
ね
ど
知
ら
れ
け
り
鴫
た
つ
沢
の
む
か
し
た
づ
ね
て

　
　

浦
夏
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
忍
庵

須
磨
の
浦
や
よ
せ
か
へ
る
間
も
な
つ
の
夜
は
な
み
爰
も
と
に
明
る
月
か
げ

　
　

沢
蛍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

い
か
ば
か
り
沢
の
蛍
は
う
き
草
の
露
を
ば
露
と
見
す
る
ひ
か
り
に

　
　

軒
橘
」（
5
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

た
ち
花
の
か
ほ
る
軒
端
の
草
葉
ま
で
む
か
し
忍
ぶ
の
名
こ
そ
し
る
け
れ

　
　

春
祝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

八
重
が
き
の
神
代
の
春
も
へ
だ
て
な
く
お
も
か
げ
こ
め
て
た
つ
か
す
み
か
も

　
　

初
秋
霧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

ほ
の
か
に
も
峰
の
朝
ぎ
り
や
が
て
ま
た
た
ち
う
づ
む
べ
き
初
秋
の
空

　
　

峰
帰
雁
」（
6
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

月
も
日
も
う
す
く
か
す
め
る
峰
越
て
ゆ
く
ゑ
や
い
か
に
春
の
か
り
が
ね

　
　
　
　
　

七
夕
同
詠
織
女
惜
暁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倭
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
藤
原
光
広

　
　
　

ま
ち
得
て
も
ま
れ
の
あ
」（
6
ウ
）

　
　
　

ふ
せ
の
天
河
か
へ

　
　
　

る
さ
な
れ
や
に
し
に
を

　
　
　

り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　

本
書
藤
安
ニ
ア
リ
」（
7
オ
）

前
後
明

　

此
度

　
　

六
分
ト
也　
　
　
　

 

主
親
師
出
席
な
れ
ば
同
ノ
字
書
、
常
会
ニ
ハ
同
ノ
字
な

し
。
父
格
別
之
興
行
な
れ
ば
、
子
と
し
て
同
ノ
字
書
事

も
あ
り
。

先
ノ
明
キ
四
分
ト
ス

　
　
　

何
日
同
詠
寄
神
祇
祝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
歌 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

頓　

阿

　
　
　
　

題
ノ
墨
継
一
字
〳
〵

　
　
　
　

詠
ノ
字
少
ふ
と
く

　
　
　
　
　

和
歌
少
ふ
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
明
四
分
ト
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

九
字

　
　
　
　

こ
の
ま
ゝ
に
か
み
や
ち

　
　
　
　
　

十
字

上
明
六　

と
せ
を
ま
も
る
ら
ん
君

分
也　
　
　

九

　
　
　
　

が
お
さ
め
て
し
づ
か
な

 

」（
7
ウ
）

　
　
　
　
　

三

　
　
　
　

類
世
遠

三
一

手
錢
美
術
館
蔵
『
愛
屋
免
日
記
』
繙
読
（
上
）
―
小
豆
沢
常
悦
の
杵
築
歌
壇
指
導
（
一
）
―
（
久
保
田
啓
一
）
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万
葉
ニ
て

　
　
　
　
　
　

先
ノ
明
四
分
ト
ス

　
　

古
歌

捨
る
身
も
世
を
お
さ
ま
れ
と
思
ふ
哉
し
づ
か
な
ら
ね
ば
隠
れ
家
も
な
し

　
　

加
刀
杖
瓦
石
念
仏
故
応
忍　
　
　

寂
蓮

な
が
き
夜
に
窓
う
つ
雨
の
お
と
せ
ぬ
は
う
き
世
を
軒
の
忍
ぶ
な
り
け
り
」（
8
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

似
雲

露
の
身
を
お
く
ば
か
り
な
る
草
庵
を
む
す
ば
ん
と
す
れ
ば
山
風
ぞ
ふ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

い
ち
は
ら
に
替
て
す
み
こ
し
爰
も
ま
た
う
き
世
の
さ
が
と
嵐
ふ
く
な
り
」（
8
ウ
）

　
　

伊
呂
波
寄

い　

以　

伊　

意　

委　

異　

已　
　

ろ　

路　

呂　

爐　

露　

爐

は　

半　

端　

破　

波　

葉　

者　
　

に　

耳　

荷　

尒　

尓　

耳　

仁

ほ　

保　

甫　

浦　

方　

歩　

保　
　

へ　

邊　

遍　

部　

舳　

返　

邊

と　

東　

登　

徒　

途　

渡　

土　
　

ち　

遅　

地　

知　

馳

り　

里　

裏　

離　

理　

梨　

離　
　

ぬ　

努　

奴　

怒　

駑
」（
9
オ
）

る　

留　

類　

流　

流　

累　
　
　
　

を　

越　

緒　

遠　

乎　

越

わ　

和　

輪　

倭　

話　

王　
　
　
　

か　

賀　

可　

家　

香　

加

よ　

夜　

豫　

与　

餘　

代　

預　
　

た　

堂　

他　

田　

陀　

太

れ　

連　

例　

禮　

鈴　
　
　
　
　
　

そ　

楚　

疎　

曽　

祖　

蘓

つ　

律　

津　

豆　

都　
　
　
　
　
　

ね　

祢　

音　

根　

念　

鼠
」（
9
ウ
）

な　

那　

南　

奈　

名　

納　
　
　
　

ら　

羅　

頼　

来　

亂　

良

む　

無　

務　

夢　

謀　

武　
　
　
　

う　

右　

有　

雨　

憂　

烏

ゐ　

井　

易　

違　

位　

為　

闈　
　

の　

乃　

能　

野　

能　

之　

農

お　

於　

男　

雄　

尾　

穏　
　
　
　

く　

具　

宮　

貢　

空　

究　

久

や　

屋　

哉　

射　

也　

谷　
　
　
　

ま　

満　

間　

真　

磨　

麻　

末

 

」（
10
オ
）

け　

気　

希　

解　

夏　

遣　

計　
　

ふ　

布　

普　

風　

扶　

付　

不

こ　

古　

湖　

粉　

固　

居　

己　
　

江　

え　

會　

縁　

枝　

依　

得

て　

傳　

手　

亭　

底　

帝　

天　
　

あ　

愛　

阿　

哀　

案　

安

さ　

散　

作　

舎　

砂　

狭　

佐　
　

き　

幾　

喜　

鬼　

帰　

祈　

奇

ゆ　

遊　

夕　

弓　

湯　

猶　

由　
　

め　

免　

目　

命　

女　

明　

妻

 

」（
10
ウ
）

み　

美　

見　

身　

味　

御　

未　
　

し　

新　

思　

私　

姿　

至　

志

ゑ　

衛　

栄　

永　

穢　

懐　

恵　
　

ひ　

披　

非　

疲　

肥　

火　

比

も　

裳　

茂　

母　

最　

藻　

毛　
　

せ　

勢　

施　

前　

是　

情　

世

す　

須　

寿　

守　

数　

種　

寸　
　

京　

経　

教　

軽　

敬　

兄
」 

（
11
オ
）

（
白
紙
）」（
11
ウ
）

　
　

秋
懐
旧

及
な
き
袖
に
も
露
の
か
ゝ
る
か
な
過
こ
し
秋
の
む
か
し
が
た
り
に

花
に
し
た
ひ
鳥
に
忍
び
て
あ
き
は
猶
月
の
む
か
し
の
人
ぞ
恋
し
き

（
貼
紙
①
）

此
御
歌
、
先
日
い
か
ゞ
の
様
に
承
候
処
、
今
日
と
く
と
吟
味
仕
候
処
、
よ
く
候

様
に
承
候
。
此
分
御
出
し
被
成
可
然
候
。
し
か
し
、
し
た
ひ
と
忍
び
と
同
心
に

而
御
ざ
候
。
此
所
も
し
難
に
と
も
可
相
成
哉
、
難
計
候
。
愚
意
に
難
決
候
。
老

師
の
御
批
判
御
伺
可
被
成
歟
。

三
二

手
錢
美
術
館
蔵
『
愛
屋
免
日
記
』
繙
読
（
上
）
―
小
豆
沢
常
悦
の
杵
築
歌
壇
指
導
（
一
）
―
（
久
保
田
啓
一
）
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杜
夏
草

旅
人
の
従
が
ふ
ひ
ま
も
な
つ
の
日
に
し
げ
り
あ
ひ
た
る
も
り
の
下
艸

（
か
ち
人
の
従
が
ふ
ひ
ま
も
な
つ
草
の
し
げ
り
あ
ひ
ぬ
る
も
り
の
下
道
）

（
貼
紙
②
）

 

」（
12
オ
）

草
の
名
は
何
と
わ
か
ち
も
な
つ
の
日
に
し
げ
み
涼
し
き
も
り
の
下
か
げ

（
草
の
名
は
何
と
わ
か
ち
も
な
つ
の
来
て
し
げ
り
涼
し
き
も
り
の
下
か
げ
）

　
　
　

両
首
と
も
に
夏
の
日
の
日
の
字
、
何
之
用
な
く
候
歟
。

夏
来
れ
ば
し
げ
れ
る
ま
ゝ
に
露
置
て
お
の
れ
涼
し
き
杜
の
下
艸

（
夏
来
て
は
し
げ
れ
る
ま
ゝ
に
お
く
露
も
ふ
か
く
成
行
杜
の
下
艸
）

夏
草
を
か
り
の
ま
く
ら
に
賤
の
男
が
寐
み
だ
れ
髪
も
は
づ
か
し
の
も
り

 
」（
12
ウ
）

（
貼
紙
①
）

夏
の
日
の
て
り
わ
た
れ
ど
も
露
は
ま
だ
つ
ら
ぬ
く
玉
を
も
り
の
下
草

（
貼
紙
②
）

 

」（
13
オ
）

　
　

夏
草　

五
月
十
八
日
会　

当
座

は
ら
は
じ
な
秋
よ
り
先
に
を
く
露
の
色
も
涼
し
き
庭
の
夏
艸

こ
ゝ
ろ
に
は
花
も
あ
り
け
り
夏
草
の
し
げ
れ
る
色
に
あ
き
は
見
え
ね
ど

（
こ
ゝ
ろ
に
は
花
も
や
あ
ら
ん
夏
草
の
し
げ
れ
る
色
に
あ
き
は
見
え
ね
ど
）

　
　

藤
間
藤
安
の
ぬ
し
身
ま
か
り
に
け
る
を
い
た
み
て
」（
13
ウ
）

影
し
た
ふ
行
ゑ
や
い
か
に
か
つ
ら
男
の
く
も
が
く
れ
に
し
短
夜
の
そ
ら

　
　
　

月
日
の
雲
が
く
れ
、
は
ゞ
か
り
あ
る
事
の
よ
し
承
候
。

と
ゞ
め
て
も
と
ま
ら
ぬ
水
を
あ
す
か
川
ふ
ち
せ
定
め
ぬ
人
の
世
の
中

　
　
　

哀
傷
う
す
く
候
に
や
。

乀
く
れ
な
ゐ
に
ふ
り
出
て
鳴
ほ
と
ゝ
ぎ
す
な
れ
と
な
み
だ
を
く
ら
べ
て
や
見
ん

 

」（
14
オ
）

乀
き
の
ふ
ま
で
か
た
り
く
ら
せ
し
人
だ
に
も
け
ふ
の
む
か
し
と
な
る
ぞ
は
か
な
き

な
き
人
と
お
も
へ
ば
袖
に
さ
み
だ
れ
の
ふ
る
こ
と
の
葉
を
聞
に
つ
け
て
も

（
な
き
あ
と
に
袖
ぞ
ぬ
れ
そ
ふ
さ
み
だ
れ
の
ふ
る
こ
と
の
葉
を
聞
に
つ
け
て
も
）

　
　
　

一
二
句
不
調
候
故
、
三
句
へ
移
ル
処
道
理
通
微（
徹
）致
し
が
た
く
御
ざ
候
か
。

　
　

夏
草
」（
14
ウ
）

花
の
咲
秋
は
あ
れ
ど
も
な
つ
草
の
し
げ
れ
る
色
を
さ
か
り
と
や
見
ん

（
さ
く
花
の
秋
は
あ
れ
ど
も
な
つ
草
の
し
げ
れ
る
色
を
さ
か
り
と
や
見
ん
）

　
　
　

 

新
題
林
、
夏
草
、
実
陰
公
御
歌
と
等
類
に
相
成
可
申
候
。
政
常
へ
も
及
相

談
候
処
、
是
も
等
類
に
相
成
可
申
と
申
候
。

旅
の
題
に
あ
ら
ず
し
て
旅
人
な
ど
詠
じ
候
事
、
不
可
然
よ
し
也
。
歩か
ち

人
と
被
成

可
然
歟
。

ヶ
様
に
取
ま
は
し
か
し
こ
く
作
り
た
る
歌
は
、
毎
度
心
の
俳
諧
と
御
批
言
御
座

候
。
是
等
全
庶
幾
な
ら
ぬ
風
体
と
愚
意
に
は
奉
存
候
得
共
、
御
稽
古
の
た
め
に

御
座
候
間
、
一
向
御
出
し
被
成
、
御
批
判
御
受
候
上
、
御
覚
語（
悟
）可
被
成
候
事
歟
。

此
歌
難
調
様
に
承
候
。
下
の
句
、
別
而
つ
ゞ
き
不
申
候
。
貫
く
の
所
詮
も
曽
て

不
相
聞
候
。
御
改
作
可
然
候
。

三
三

手
錢
美
術
館
蔵
『
愛
屋
免
日
記
』
繙
読
（
上
）
―
小
豆
沢
常
悦
の
杵
築
歌
壇
指
導
（
一
）
―
（
久
保
田
啓
一
）
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杜
夏
草

何
々
と
其
名
わ
か
ち
も
な
つ
草
の
し
げ
り
涼
し
き
も
り
の
下
か
げ
」（
15
オ
）

（
貼
紙
）

 

」（
15
ウ
）

（
貼
紙
）（
一
紙
を
料
紙
に
貼
り
二
つ
折
り
に
し
て
16
オ
・
ウ
と
す
る
）

 

」（
16
オ
）

 

」（
16
ウ
）

　
　

八
月
十
五
夜

あ
か
な
く
に
愛
る
心
も
く
も
り
な
き
月
の
か
つ
ら
の
花
の
盛
を

い
の
り
て
も
猶
祈
る
ぞ
よ
神
が
き
の
松
の
こ
ず
へ
の
春
の
さ
か
へ
を

　
　

首
夏　

五
月
廿
四
日
会　

当
座

長
か
れ
と
お
も
ひ
し
春
も
や
ゝ
く
れ
て
今
朝
は
若
葉
の
色
ぞ
涼
し
き

（
長
か
れ
と
お
も
ひ
し
春
も
は
や
く
れ
て
今
朝
は
若
葉
の
色
ぞ
涼
し
き
）

（
長
か
れ
と
お
も
ひ
し
春
も
く
れ
て
は
や
今
朝
は
若
葉
の
色
ぞ
涼
し
き
）

 

」（
17
オ
）

き
の
ふ
け
ふ
春
の
か
た
み
と
ち
り
残
る
花
の
中
に
も
夏
は
来
に
け
り

続
古
今　

後
京
極

け
ふ
こ
そ
（
マ
マ
）は
庭
に
や
跡
の
い
と
は
れ
ん
と
へ
か
し
人
の
花
の
さ
か
り
を

　

 

花
の
盛
を
人
の
と
へ
か
し
と
あ
る
べ
き
を
、
上
下
に
な
り
た
る
に
て
め
で
度
聞

ゆ
る
也
。」（
17
ウ
）

　
　

五
句
金
玉
と
言
ふ
事
、
五
句
と
も
に
す
ぐ
れ
て
名
句
な
る
を
言
ふ
。

な
に
〳
〵
と
申
初
五
文
字
、
俗
に
聞
え
候
様
に
奉
存
候
。

其
名
わ
か
ち
も
と
申
一
句
、
殊
外
つ
ま
り
た
る
句
に
て
御
座
候
。
此
類
を
手

づ
ゝ
と
申
て
嫌
ひ
申
事
の
よ
し
。

草
の
名
の
何
と
わ
か
ち
も
見
え
ぬ
な
ど
は
、
多
く
春
草
の
う
へ
に
よ
み
な
ら
は

し
た
る
事
に
て
、
夏
草
に
は
作
例
不
及
承
候
歟
。
名
も
な
き
草
と
は
作
例
も
可

有
御
座
候
。

此
御
歌
一
体
の
趣
向
、
庶
幾
な
ら
ぬ
体
ゆ
へ
、
詞
が
ら
何
ほ
ど
粉
骨
を
つ
く
さ

れ
候
而
も
、
さ
し
た
る
歌
に
も
な
る
ま
じ
く
や
と
奉
存
候
ま
ゝ
、
一
向
思
召
す

て
ら
れ
た
く
候
歟
。

一
二
句
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
三
句
以
下
は
よ
ろ
し
く
御
ざ
候
歟
。
猶
御
捨
難
被
成

候
は
ゞ
、
一
二
句
今
少
御
あ
ん
じ
被
成
度
候
歟
。

頓
阿
公
曰
、
歌
は
や
す
ら
か
に
、
こ
と
〴
〵
し
か
ら
ず
、
う
つ
く
し
く
つ
ゞ
く

べ
し
。

清
水
谷
実
業
卿
曰
、
歌
は
珍
敷
希
逸
体
お
も
し
ろ
く
な
ど
心
に
か
け
候
事
な

く
、
道
理
よ
く
聞
え
、
風
体
い
や
し
か
ら
ぬ
様
に
よ
む
べ
し
。

儀
同
三
司
実
陰
公
曰
、
歌
は
よ
く
よ
ま
ん
と
お
も
ふ
が
魔
也
。

　
　
　

右
は
御
工
夫
の
た
よ
り
に
も
や
と
か
い
つ
け
申
し
候
。

　
　
　

先
達
之
金
言
、
老
師
之
教
誡
、
承
候
事
、
少
ば
か
り
申
上
候
。

玄
旨
公
曰
、
只
歌
は
正
風
体
に
よ
む
べ
し
。
い
ろ
〳
〵
に
ま
は
し
て
よ
む
は
ま

ぎ
ら
か
し
物
也
。

又
曰
、
只
直
に
す
ら
り
と
よ
む
べ
し
。

又
曰
、
ま
づ
ろ
く
に
よ
む
が
肝
心
也
。
お
も
て
か
ら
裏
へ
行
た
る
が
よ
き
也
。

又
曰
、
聞
え
や
す
き
が
よ
き
也
。

又
曰
、
風
体
肝
要
也
。
め
づ
ら
し
く
な
け
れ
ど
も
、
風
を
さ
へ
よ
く
よ
み
ゆ
け

ば
、
自
然
に
歌
よ
く
成
也
。

三
四

手
錢
美
術
館
蔵
『
愛
屋
免
日
記
』
繙
読
（
上
）
―
小
豆
沢
常
悦
の
杵
築
歌
壇
指
導
（
一
）
―
（
久
保
田
啓
一
）
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新
古　

後
京
極

き
り
〴
〵
す
鳴
や
霜
夜
の
さ
む
し
ろ
に
衣
か
た
し
き
ひ
と
り
か
も
ね
ん

此
歌
、
五
句
金
玉
と
言
な
ら
は
せ
り
。
こ
れ
五
句
と
も
に
め
づ
ら
し
か
ら
ぬ
言
葉

な
れ
ど
、」（
18
オ
）
言
葉
の
つ
ゞ
け
が
ら
、
句
作
な
ど
の
め
で
た
き
に
よ
り
て
、

五
句
と
も
に
金
玉
を
つ
ら
ね
た
る
ご
と
く
な
り
。
前
に
し
る
せ
る
製（
制
）の
言
葉
は
皆

金
玉
也
。

　
　

谷
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
悦
師

花
な
れ
や
き
そ
の
み
さ
か
の
谷
風
も
お
と
せ
ず
空
に
の
ぼ
る
白
く
も
」（
18
ウ
）

　
　

寄
雲
恋

こ
ゝ
ろ
な
き
雲
を
た
ぐ
ひ
と
見
る
さ
へ
や
お
も
ひ
乱
る
ゝ
夕
ぐ
れ
の
そ
ら

　
　
　

真
如
十
（
マ
マ
）相
之
歌
に
て
よ
し
。

往
か
へ
る
波
さ
へ
夏
の
う
な
ば
ら
に
海
士
の
を
ぶ
ね
の
か
ず
も
さ
だ
め
ず

（
往
か
へ
る
波
さ
へ
夏
の
海
の
上
に
海
士
の
を
ぶ
ね
の
か
ず
も
さ
だ
め
ず
）

行
ゑ
い
か
に
波
路
遙
に
漕
ふ
ね
の
み
る
め
は
て
し
も
な
つ
の
う
な
ば
ら

（
行
ゑ
い
か
に
波
路
遙
に
漕
ふ
ね
の
は
て
し
も
な
つ
の
海
の
し
づ
け
さ
）

 
」（
19
オ
）

朝
夕
の
い
と
ま
も
な
つ
の
海
の
上
に
世
わ
た
る
わ
ざ
を
海
人
の
釣
舟

（
な
が
め
や
る
は
て
し
も
な
つ
の
海
の
上
に
世
の
い
と
な
み
や
海
人
の
釣
舟
）

う
な
ば
ら
や
は
て
し
も
な
つ
の
ゆ
ふ
洋
に
み
る
め
涼
し
き
あ
ま
の
釣
舟

行
ゑ
い
か
に
波
路
遙
に
漕
ふ
ね
の
は
て
し
も
な
つ
の
海
の
し
づ
け
さ
」（
19
ウ
）

（
貼
紙
①
）

（
貼
紙
②
）

 

」（
19
ウ
）（
20
オ
）

　
　

径
女
郎
花

わ
け
ゆ
け
ば
千
種
の
中
の
を
み
な
へ
し
露
に
も
な
び
く
色
ぞ
ゑ
な
ら
ぬ

（
わ
け
ゆ
け
ば
千
種
の
野
路
の
を
み
な
へ
し
露
に
も
な
び
く
色
ぞ
ゑ
な
ら
ぬ
）

　
　

夏
舟

乀
よ
せ
か
へ
る
波
ま
つ
な
つ
の
夕
泙
に
み
る
め
涼
し
き
海
士
の
釣
舟

乀
う
な
ば
ら
や
は
て
し
も
な
つ
の
夕
泙
に
み
る
め
涼
し
き
海
士
の
釣
舟

ゆ
き
か
へ
る
波
さ
へ
―
―
―

乀
か
へ
る
波
と
は
詠
候
。
又
乀
立
か
へ
る
波　

乀
立
さ
は
ぐ
波　

乀
波
の
た
ち

ゐ　

乀
た
つ
波　

い
づ
れ
も
作
例
有
べ
し
。
乀
ゆ
き
か
へ
る
波　

不
聞
馴
詞
に

御
ざ
候
。
扨
又
此
歌
、
波
さ
へ
な
つ
の
と
御
座
候
は
、
波
の
た
ゝ
ぬ
事
に
て
、

夏
泙
の
心
と
相
聞
申
候
。
し
か
し
歌
に
は
歌
の
趣
と
申
事
御
ざ
候
而
、
海
な
ど

に
も
春
の
海
は
長
閑
に
か
す
み
て
朝
泙
夕
泙
の
体
専
に
よ
み
申
事
也
。
夏
は
は

れ
渡
り
て
涼
し
き
体
を
専
に
よ
む
事
、
夏
の
海
の
趣
也
。
此
歌
、
只
夏
泙
の
け

し
き
の
み
に
て
候
ゆ
へ
、
春
の
海
に
も
ま
ぎ
れ
て
夏
の
季
甚
よ
は
く
、
不
足
に

御
ざ
候
。

な
が
め
や
る
は
て
し
も
―
―
―

此
歌
も
夏
の
字
只
一
字
出
候
の
み
に
て
、
夏
の
季
よ
は
く
、
不
足
に
御
ざ
候
ゆ

へ
、
夏
の
景
気
の
歌
と
は
不
聞
候
。
あ
ま
の
釣
舟
は
雑
也
。

行
ゑ
い
か
に
―
―
―

此
歌
も
同
様
也
。
夏
の
海
の
し
づ
け
さ
と
ば
か
り
有
之
て
は
、
春
の
海
に
も
か

よ
ひ
申
候
。
春
水
舟
如
座
天
上
、
秋
水
与
長
天
一
色
な
ど
申
所
に
か
よ
ひ
て
、

夏
の
歌
に
決
す
る
所
よ
は
く
、
不
足
に
相
聞
申
候
。
扨
又
此
行
ゑ
い
か
に
と

申
五
文
字
、
殊
外
草
臥
に
聞
え
申
候
。
此
体
の
五
文
字
庶
幾
す
ま
じ
き
よ
し
、

毎
々
御
批
言
御
ざ
候
。
愚
評
狼
籍（
藉
）、
御
免
〳
〵
。

三
五

手
錢
美
術
館
蔵
『
愛
屋
免
日
記
』
繙
読
（
上
）
―
小
豆
沢
常
悦
の
杵
築
歌
壇
指
導
（
一
）
―
（
久
保
田
啓
一
）

－ 138 －



 

」（
20
ウ
）

涼
し
さ
は
げ
に
夏
と
し
も
な
か
り
け
り
浦
こ
ぐ
舟
を
誘
ふ
ゆ
ふ
か
ぜ

か
な
ら
ず
と
契
る
心
に
ほ
と
ゝ
ぎ
す
た
ゞ
一
声
の
跡
の
名
残
に

　
　

 

和
歌
の
道
の
友
が
き
に
て
侍
し
藤
間
藤
安
の
ぬ
し
身
ま
か
り
に
け
る
を
い
た

み
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
蘿

お
し
か
ら
ぬ
人
の
い
の
ち
は
な
き
世
に
も
わ
き
て
か
な
し
き
こ
と
の
葉
の
友

 

」（
21
オ
）

け
ふ
は
み
な
つ
ば
さ
し
ほ
れ
て
わ
か
の
浦
に
涙
も
よ
ほ
す
友
鶴
の
声

　
　
　

右
両
首
共
に
能
く
調
、
あ
わ
れ
浅
か
ら
ず
能
候
。

　
　

夏
ご
ろ
藤
安
身
ま
か
り
に
け
る
を
野
送
に
お
く
り
て

な
き
が
ら
を
お
さ
む
る
野
辺
の
夕
ぐ
れ
は
草
の
袂
も
い
と
ゞ
露
け
き
」（
21
ウ
）

き
へ
て
行
人
を
を
く
り
て
草
の
原
つ
ゆ
に
な
み
だ
の
玉
ぞ
か
ず
そ
ふ

　
　
　

両
首
共
哀
傷
能
く
調
候
。

　
　

 

梅
菊
松
と
な
づ
け
て
和
歌
の
会
衆
を
わ
か
ち
侍
り
し
に
、
松
の
く
み
に
て
侍

り
し
藤
間
藤
安
の
ぬ
し
」（
22
オ
）
身
ま
か
り
け
れ
ば

千
と
せ
へ
ん
こ
と
ば
の
友
と
ち
ぎ
り
つ
る
松
も
た
の
み
の
な
き
世
か
な
し
き

ち
り
う
せ
ぬ
道
の
た
め
し
の
か
ひ
も
な
く
か
れ
に
し
松
の
こ
と
の
は
の
友

　
　
　

 

何
れ
も
〳
〵
詞
書
歌
と
も
に
実
情
深
き
所
よ
り
出
候
も
」（
22
ウ
）
い
ち

し
る
く
、
情
詞
共
に
調
誠
よ
く
、
催
余
哀
候
。
尤
三
詠
草
共
に
一
紙
の
竪

紙
に
書
つ
ゞ
け
ら
れ
候
て
手
む
け
ら
れ
候
は
ゞ
、
な
き
霊
も
無
此
上
追
福

と
納
受
う
た
が
ひ
な
く
聞
え
候
也
。」（
23
オ
）

　
　

秋
月

乀
く
も
り
な
き
名
に
こ
そ
残
れ
い
く
秋
の
月
を
め
で
け
む
雲
の
上
人

　
　

秋
夢

乀
は
か
な
し
や
け
ふ
め
ぐ
り
来
る
七
と
せ
の
秋
も
ひ
と
夜
の
ゆ
め
の
ま
に
し
て

 

」（
23
ウ
）

乀
は
て
し
な
き
む
か
し
の
こ
と
を
み
る
ゆ
め
に
お
も
へ
ば
秋
の
夜
半
も
み
じ
か
き

　
　
　

い
と
珍
ら
し
く
候
。
尤
清
書
は
此
う
た
な
る
べ
し
。

　
　
　

 

両
種
（
マ
マ
）共
に
能
相
調
候
間
、
弥
此
分
に
御
決
定
可
然
候
。
懐
紙
短
冊
共
格

別
几
（
マ
マ
）白
へ
詠
遣
間
、
遣
来
次
第
配
分
可
仕
候
。」（
24
オ
）

（
見
開
き
一
丁
抹
消
）

　
　

秋
夢　
　

夢

ゆ
ふ
ぐ
れ
の
秋
の
こ
ゝ
ろ
も
中
〳
〵
に
覚
て
は
か
な
き
あ
か
つ
き
の
夢

（
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
秋
の
こ
ゝ
ろ
も
中
〳
〵
に
覚
て
淋
し
き
夢
の
暁
）

夕
暮
の
秋
の
こ
ゝ
ろ
も
中
〳
〵
に
淋
し
さ
ま
さ
る
暁
の
夢

夕
暮
の
秋
と
は
い
へ
ど
中
〳
〵
に
淋
し
さ
ま
さ
る
曙
の
夢

（
夕
暮
の
秋
と
は
い
へ
ど
中
〳
〵
に
淋
し
さ
ま
さ
る
夢
の
曙
）」（
24
ウ
）

夕
暮
の
秋
と
は
い
へ
ど
夢
に
猶
更
行
夜
半
の
鐘
の
淋
し
さ

夕
暮
の
秋
と
は
い
へ
ど
さ
ま
〴
〵
の
夢
に
更
行
夜
半
の
淋
し
さ

夕
暮
の
秋
と
は
い
へ
ど
中
〳
〵
に
ふ
け
行
夜
半
の
夢
の
淋
し
さ
」（
25
オ
）

　
　

寄
道
祝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
悦

か
し
こ
し
な
眼
に
見
ぬ
神
の
御
心
を
う
け
て
あ
ら
は
す
大
和
こ
と
の
は

　
　

孫
を
見
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

紫
（
マ
マ
）式
部

残
し
置
て
何
れ
あ
わ
れ
と
思
ふ
ら
ん
子
や
ま
さ
る
ら
ん
子
は
ま
さ
り
け
り

 

」（
25
ウ
）

　
　

秋
夢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

季
硯

秋
の
夜
も
猶
な
が
ゝ
れ
や
夢
な
ら
で
む
か
し
に
か
へ
る
道
し
な
け
れ
ば

夕
暮
の
秋
の
あ
は
れ
を
思
ひ
寐
の
夢
の
袂
も
覚
て
露
け
き

（
つ
も
り
こ
し
秋
の
む
か
し
を
思
ひ
寐
の
夢
の
ま
く
ら
も
覚
て
露
け
き
）

三
六

手
錢
美
術
館
蔵
『
愛
屋
免
日
記
』
繙
読
（
上
）
―
小
豆
沢
常
悦
の
杵
築
歌
壇
指
導
（
一
）
―
（
久
保
田
啓
一
）

－ 137 －



（
貼
紙
）

 

」（
26
オ
）

（
貼
紙
①
）（
一
紙
を
切
断
し
て
①
②
と
す
る
）

（
貼
紙
②
）

 

」（
26
ウ
）

〔
付
記
〕

　

本
稿
を
成
す
に
当
た
り
、
資
料
の
調
査
と
翻
字
掲
載
を
お
許
し
く
だ
さ
っ
た
手

錢
美
術
館
、
掲
載
に
際
し
て
ご
高
配
を
賜
っ
た
島
根
大
学
法
文
学
部
山
陰
研
究
セ

ン
タ
ー
に
対
し
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

な
お
本
稿
は
、
二
〇
二
五
年
度
の
島
根
大
学
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
及
び
国

文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
「
手
錢
家
蔵
書
に
つ
い
て
の
研
究
」（
代
表　

田
中

則
雄
島
根
大
学
教
授
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

乀
秋
の
夜
も
猶
長
か
れ
や
ゆ
め
な
ら
で
む
か
し
に
か
へ
る
み
ち
し
な
け
れ
ば

　
　
　

あ
は
れ
浅
か
ら
ず
お
も
し
ろ
き
御
事
に
こ
そ
。

秋
の
夕
の
あ
は
れ
な
る
と
申
は
、
感
情
お
も
し
ろ
き
心
に
て
、
只
一
夕
の
景
の

み
に
て
御
座
候
。
お
も
ひ
寐
の
夢
に
見
る
ば
か
り
の
事
に
も
あ
る
ま
じ
く
や
。

夢
と
い
へ
ば
深
夜
暁
更
の
趣
な
る
べ
き
を
、
夕
ぐ
れ
の
哀
を
お
も
ひ
寐
の
夢
に

見
た
る
お
も
む
き
、
い
か
ゞ
に
や
。
む
か
し
を
お
も
ひ
寐
と
し
て
懐
旧
往
事
の

歌
に
用
ひ
、
又
人
を
お
も
ひ
寐
と
し
て
恋
の
歌
に
多
く
よ
み
来
れ
り
。
す
べ
て

其
事
の
至
て
深
切
な
る
事
に
こ
そ
、
秋
の
夕
の
哀
は
只
一
夕
の
金
気
の
み
に
こ

そ
、
ふ
か
く
夢
に
見
る
の
深
切
に
至
ら
ん
事
、
愚
意
に
は
い
か
ゞ
と
承
侍
候
也
。

猶
賢
慮
再
考
を
希
も
の
歟
。
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The introduction of “Ayamenikki” owned 
by Tezen Museum （1）

KUBOTA Keiichi
（a professor emeritus of Hiroshima University）

〔 A b s t r a c t 〕

　“Ayamenikki” is a note on waka poems written by Tezen Kiken. Kiken and his friends 
composed the Kizuki waka circle under the lead of Azukizawa Joetsu. This paper contains 
the fi rst half of “Ayamenikki”.

Key words: Tezen Museum, Tezen Kiken, Azukizawa Joetsu, “Ayamenikki”, The Kizuki 
waka circle
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